
 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６回フロンティア PT 
議事録 

 

（平成２０年１２月１８日） 



○赤星参事官 それでは、まだ定刻より２分ほど早いんですけれども、本日、冒頭

から御出席の予定の先生方おそろいになられましたので、始めさせていただきます。 

 ただいまからフロンティアプロジェクトチーム第６回会合を開催いたします。 

 冒頭に本プロジェクトチーム座長の総合科学技術会議相澤議員から御挨拶をいた

だきます。 

○相澤座長 本日は御多忙のところをたくさんの方々にお集まりいただきましてま

ことにありがとうございます。もう既に始めております第３期の基本計画のフォロ

ーアップを進めているわけでございますけれども、宇宙・海洋分野の御専門の立場

から、活発な議論をお願いしたいと思います。 

 本ＰＴといたしましては、第３期の基本計画の分野別推進戦略につきまして、ユ

ーザーから見た衛星利活用に当たっての技術課題、それから資源開発の観点から見

た海洋・地球観測探査システムの技術課題、これらにつきまして現在進めている施

策について、技術的な見地からの議論をお願いしたいと思っております。 

 本日もヒアリングをさせていただきますので、それらをもとに御議論を展開して

いただければと思っております。 

 それでは、議事に入らせていただきますが、議事の運営につきましては、恒例と

なりましたが、座長補佐の久保田先生にお願いをしたいと思いますので、どうぞよ

ろしくお願い申し上げます。 

○久保田座長補佐 座長補佐を承っております久保田でございます。 

 本日の第６回の会合になるんですけれども、議論２つございます。今お話しあり

ましたように、１つ目は海洋地球観測探査システム、これは資源開発の観点から、

２つ目は中間フォローアップの中間取りまとめということでございます。まず議事

に先立ちまして、事務局から出席者の紹介とお手元にお配りしました配付資料の確

認をさせていただきたいと思いますので、お願いいたします。 

○赤星参事官 それでは、まず本日の御出席の皆様を御紹介させていただきます。

お手元の資料の議事次第の次に、御出席いただいております皆様方の座席表をお配

りしてございます。 

 本日は有識者からの御意見を伺うということで、３名の専門家の方にお越しいた

だいております。 

 まず財団法人資源・環境観測解析センター、ＥＲＳＤＡＣの技術参与兼企画調査

部長をされております丸山裕一様。お二人目が、独立行政法人石油天然ガス・金属

鉱物資源機構、ＪＯＧＭＥＣの金属資源技術部長をされております塩川智様でござ

います。それからお三方目が、東京大学生産技術研究所海中工学研究センターセン

ター長をされておられます浦環教授でございます。 

○浦東京大学海中工学研究センター長 浦でございます。よろしくお願いいたしま

す。 
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○赤星参事官 また、本日は宇宙開発戦略本部事務局の参事官である横田様に出席

をいただいております。 

 なお、本日東京大学の小池先生が10分ほどおくれてお見えになるという御連絡を

いただいております。 

 続きまして配付資料の確認をさせていただきます。お手元の配付資料、まず一番

上に、本日の議事次第、その下に皆様の座席表、次が本日御出席の皆様のリストで

ございます。失礼いたしました。出席者のリストの中で、佐藤勝彦先生、本日急用

のため御欠席という連絡をちょうだいしております。 

 次が資料１－１、ＥＲＳＤＡＣ丸山様からの資料です。資料１－２がＪＯＧＭＥ

Ｃ様からの資料、資料１－３が浦先生からの資料でございます。資料２が中央に追

加検討課題と書いた事務局からの資料。資料３がフロンティア分野中間取りまとめ

（案）でございます。 

 そのほか、これは一応非公開の机上配付資料といたしまして、皆様の御参考用に

海底資源開発についての政府の取り組みと海外の動きという数枚ものの資料をお配

りしてございます。またこれは今テーブルにおつきの方限りでございますが、海の

資源エネルギーというパンフレットをお配りしてございます。ちょっと部数の関係

でテーブルの方だけにお配りしてございます。それから立川委員から本日いただい

ております人材育成についてという資料、１枚ものでございます。 

 そのほか、参考資料といたしまして、宇宙基本計画の基本的な方向性について、

参考資料２といたしまして、今後のフロンティアＰＴ会合スケジュール案というも

のをお配りさせていただいております。 

 不足、乱丁等ございましたら、事務局までお申しつけください。 

○久保田座長補佐 ありがとうございました。 

 今の資料の中で、海底資源開発についての政府の取り組みと海外の動き、これは

机上資料で、これは持って帰ってはいけないという意味ですか。 

○赤星参事官 いえ、持って帰っていただいても結構ですが、いわゆるすべての資

料は基本的にインターネットで終わった後、すぐ公表することになっておりまして、

これは皆様の御参考用ということで、公開の対象ではないということで机上配付資

料とさせていただいております。 

○久保田座長補佐 ありがとうございました。 

 それではまず本日の議論に入る前に、今月２日に宇宙開発戦略本部で了承されま

した宇宙基本計画の基本的な方向性、これについて戦略本部事務局の横田参事官に

お越しいただいておりますので、御説明をお願いしたいと思います。 

○横田参事官 それでは、御紹介いただきました横田でございます。恐縮でござい

ますが、座って御説明させていただきます。 

 参考資料１が宇宙基本計画の基本的な方向性という資料でございまして、今お話
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がありましたように、12月２日の日に宇宙開発戦略本部、これは総理が本部長の会

議でございますけれども、そちらのほうで一応方向性として了承されたものでござ

います。 

 この議論に際しましては、先般行われました12月２日の本部会合は第２回でござ

いまして、１回目は９月12日に開催されております。９月12日に開催された際に、

専門調査会、宇宙開発戦略専門調査会というのを設置させていただいておりまして、

これが10月１日、11月４日、それから11月27日と３回開催されまして、この11月27

日の専門調査会のほうで、この基本的な方向性について議論をしていただき、幾つ

かの修正をさせていただいたんですけれども、修正はございまして、それを踏まえ

まして12月２日の本部会議のほうにかけまして、了承をいただいたものでございま

す。 

 資料に基づきまして、簡単に御説明させていただきます。まず１ページ目で宇宙

基本計画の位置づけでございますけれども、最初、冒頭のところに書いてございま

すが、５月21日に議員立法、自民党、公明党、それと民主党の３党連合による議員

立法でございますけれども、これによって成立しました宇宙基本法でございますが、

これが８月27日施行されておりまして、我々の本部事務局ができたわけでございま

す。この宇宙基本法の中で24条のところに宇宙基本計画を策定するというのがござ

いまして、それに基づきましてこの基本計画の策定作業が行われております。目標

としましては、来年の５月に基本計画を策定する予定になってございます。基本計

画としましては、10年程度を見越した５年計画ということを考えてございます。当

然ながら、毎年必要に応じて見直すということでございます。 

 次、基本的な考え方でございますが、一番のポイント、最初の○のところの３行

目に書いてございますけれども、ロケット・衛星等技術開発にこれまで力点を置か

れていたわけでございますが、今後は国民生活の向上、安全保障の確保等に寄与す

べく、技術開発力を高めつつ、宇宙の利用を重視する政策に転換すべきというのが

一つの考えでございます。 

 第２点目のところでございますけれども、これは２つ目の○のところに書いてご

ざいますが、宇宙開発戦略本部、これができているわけでございまして、この戦略

本部司令塔として、政府全体が一体となって総合的な計画を推進していくというこ

とでございます。 

 次のページ、２ページ目に行っていただきまして、そういう中で日本としてはど

ういうふうなところに重点を置きながら、宇宙戦略を進めていくのかということで

ございますけれども、４行目のところに書いてございますけれども、一つのキャッ

チフレーズ的に、「宇宙発、日本の底力＜実効性のある国際貢献と国民生活の質の

向上＞」と。国際貢献等、生活の質の向上と、この２つを非常に大きな目標としま

して、日本の底力、人材、技術、いろいろあろうかと思いますけれども、そういう
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ものを使いながら宇宙戦略を進めていくというのが、一つの大方針でございます。

その大方針を実現するために、５つの方向性というのを定めさせていただいており

ます。 

 １つ目が、２ページ目の真ん中にございますけれども、宇宙を活用した地上の豊

かさ・安心・安全の実現ということでございます。最初の○のところに書かせてい

ただいておりますけれども、技術開発力を高めつつもということで、今回につきま

しては、やはり技術開発を高めつつも重要なことは、民間の利用ニーズに継続的に

対応できるよう施策を推進するということでございまして、利用ニーズに継続して

対応するということを一つの重要なポイントとして挙げさせていただいております。 

 ２つ目の点では、さまざまな本日も御議論あるかとは思いますけれども、資源探

査、さらには農業・漁業、それから気象観測、災害監視、さまざまなニーズがこの

宇宙によって満たされたわけでございますけれども、そういうもののニーズをさら

に促進するとともに、新たなサービス、準天頂衛星始めとして新たなサービスの創

出を推進するということをうたわせていただいております。 

 そして３番目の○のところでは、その利用を支えるためには国がアーカイブとし

て衛星データを確実に管理する体制の構築が重要であると。さらにはそれに対する

アクセシビリティーというのを高める必要があるということをうたわせていただい

ております。 

 ３ページ目に入らせていただきます。３ページ目のところはまず安全保障でござ

います。宇宙を活用した安全保障、今回の宇宙基本法の制定によりまして、専守防

衛の範囲内での宇宙の利用というのを進めるべきであるということが議論として出

ております。こういう範囲内で、今後防衛省も含めた宇宙の利用というのを積極的

に進めていくべきであるということが、１．２．のところで書かせていただいてお

りまして、３つ目の○のところでは既にございます情報収集衛星でございますけれ

ども、この機能の拡充強化、現在３基プラス１というような体制、１つは実験衛星

を使っているような状況でございますけれども、４基体制の確実な確保とか、さら

なる機能の向上というものも今後やっていくべきであるということをうたわせてい

ただいております。 

 次、３．宇宙外交の推進でございますが、既に日本の衛星、例えば気象衛星、そ

れから「だいち」などというのは、東南アジアを中心にしてさまざまな国にサービ

スを提供しているわけでございますけれども、こういうものを宇宙外交の一つのツ

ールとして認識し、活用していくことが重要である。さらにはこのようなリモート

センシング衛星を中心として、ＯＤＡ等の適切な活用を含めて、宇宙分野における

外交の推進というのを積極的に進めるべきであるということ。これは特に国会議員

の先生方、非常に頻繁に御議論あるところでございまして、こういうものも今回、

非常に重要な視点として挙げさせていただいております。 
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 ４ページ目に行かせていただきまして、４ページ目は21世紀の戦略的産業の育成

ということでございます。御承知のとおり、日本はかなりの技術開発の推進により、

技術レベルとしては優れたところまで行っているわけでございますけれども、実際

上、実用衛星の分野での受注、さらには商業打ち上げということについては実績は

それほどない実態でございまして、やはり今後国際競争力強化というのが非常に重

要であるということを、最初の○のところで書かせていただいております。 

 それからそれを実現するためには、さまざまな調達を計画的に行うというような

こともいろいろございますけれども、それにあわせて、国による宇宙機器のシリー

ズ化による低コスト化・信頼性の向上、小型化、センサーなどの高機能化のような

取り組みを今後やっていく必要があるということでございますし、さらにはトップ

セールスの実施というのも非常に重要であるということをうたわせていただいてお

ります。 

 当然ながらその次のポツのところでは、宇宙輸送手段であるロケットの維持・発

展、さらには打ち上げ射場等の基盤インフラの整備というのも重要であると。 

 さらには次の最後のところでは、日本の強みであります中小企業や大学、さまざ

まな大学がさまざまな技術を持っていただいておりますけれども、そういうところ

にあいます技術を活用した形での技術基盤の強化ということが重要であると。そう

いうものを活用できるような体制の整備というのを今後進めていくということを書

かせていただいております。 

 最後に５．でございますが、人類の夢・次世代への投資ということでございます。

ここにつきましてはもう既に日本の宇宙科学の分野におきましては、「はやぶさ」

や「かぐや」のような科学的成果を上げ、しかも非常に目に見える形での成果を上

げ、国民の方々へのサポートもやっているようなプロジェクトもございますけれど

も、こういうものを今後とも続けていく必要があるということ。それから２番目の

ところにおきましては宇宙ステーションを例に挙げながら、やはりこういう分野に

おけます宇宙活動を通じて、広報活動の充実が非常に重要であるということ。この

点は宇宙開発戦略専門調査会のほうでも、繰り返し委員の方々から出てきていると

ころでございます。さらにロボット技術等を使った月・惑星プロジェクトや、太陽

光発電などの環境をめぐる問題への貢献、さらには将来の有人宇宙活動のあり方に

ついてもしっかりと議論していくということが、今回の基本的な方向性の中でうた

わせていただいた点でございます。 

 今回、この基本的な方向性、第３回目の会合のほうでまとめさせていただきまし

たけれども、これから５月の基本計画策定に向けて、２月、３月と今後も会合を進

めていく予定でございます。２月５日に次回会合を考えておりますが、そちらのほ

うでは産業振興分野につきまして、どのような施策をやっていくか、すべきである

かということについて議論をさせていただく予定にしておりますし、３月６日の理
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事会におきましては、衛星需要、外交とか安全保障も含めてどのようなものがある

か。さらには宇宙科学は今後どういうふうな方向で進めていくべきであるか。それ

から有人活動についてはどのような方向性で進めていくべきであるか。そのような

ことについても議論していく予定にしてございます。 

 今の予定では５月には基本計画を策定し、まとめられればと思っております。い

ろいろなところで御紹介させていただくことになるかと思いますけれども、引き続

きよろしくお願いいたします。 

 どうもありがとうございます。 

○久保田座長補佐 ありがとうございました。宇宙基本計画の基本的な方向性につ

いて、御報告をいただきました。 

 時間はないようですけれども、簡単な御質問等ございましたら、よろしいですか。

御質問ございますか。 

 よろしゅうございますか。これはまたこれからもずっと議論を続けていかれると

思いますので、その折々にまた御報告いただくという了解でよろしいでしょうか。 

○横田参事官 次は恐らく本体の計画ということになるかと思いますけれども、必

要によりましては、もちろん議論の状況を御紹介することは可能でございます。 

○久保田座長補佐 わかりました。ではどうもありがとうございました。 

 それでは、議題に入りたいと思います。フロンティア分野、宇宙と海洋、これを

融合するという意味なのですけれども、一応、前回は宇宙から始まりまして、きょ

うは海洋ですが、宇宙の関係の議論をもう一つすることになっておりますので、そ

の議論から入りたいと思います。すなわち、１つ目の議事にあります海洋地球観測

探査システム（資源開発の観点から）ということであります。 

 まず有識者からの御意見としまして、ＥＲＳＤＡＣの丸山様から御説明お願いし

たいと思います。これも内容は豊富だと思うのですが、まことに申しわけございま

せん。15分ぐらいでお願いできますでしょうか。 

 よろしくお願いします。 

○丸山ＥＲＳＤＡＣ技術参与 ただいま御紹介いただきましたＥＲＳＤＡＣの丸山

でございます。本日は資源開発における衛星地球観測の役割とこれからの方向性と

いうことで、プレゼンテーションをさしあげたいと思います。 

 まず、事務局のほうから問い合わせがありましたのは、現在、我々が資源という

ことでどういうことをやっているのかということを説明してくださいと、それから

それをベースにした上で、これからの方向性をどう考えているかということの２点

だったと思いますので、その２点を足早に御説明さしあげたいと思います。 

 まずお手元の資料で説明をさしあげますが、場合によりましてはパワーポイント

も併用させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 まず冒頭に、石油資源とか、資源にリモートセンシングと言われても、余り身近
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に経験のない方があると思いますが、ちょっと失礼かもしれませんが、御説明させ

ていただきたいと思います。 

 まず資源と申しましても段階がございまして、一般的にはまず予備調査、概査、

精査、それから埋蔵量等の評価をして、最終的にそれを事業にするかどうかと、そ

れぞれの判断をしながら進めていくというところがございます。もうちょっと具体

的に申しますと、予備調査というのはまずやるかやらないかの判断ということで、

既存資料等を集めまして判断をして、ではやってみようかというようなイメージで

とらえていただければと思います。それで次は概査ということになりますが、もう

少し突っ込んで、場合によりましては自分の足、目で見るということがあります。

精査に至りますと、ではここで掘れば何かが出てくるかという段階でございます。

それから、資源となるものが出てきても、質・量の面から事業として経済的に何と

かなるかという判断をしなければいけませんので、この段階が非常に重要でござい

ます。それから十分であっても、非常にリモートエリアであれば、今後は海まで出

す、運ぶということもありますので、広範になればなるほど、お金が非常にかかっ

て時間もかかって、判断も難しくなるというのが一般的な話かと思います。 

 そのような中にありまして、この図の中で青い三角形がございますが、この青い

三角形はイメージとしてリモートセンシングが活躍できる範囲でございます。初期

の予備調査ほど、リモートセンシングは役に立ち、よい情報、有効な情報を提供し

て、だんだんと、例えば石油のイメージでいきますと、ボーリングを掘っていくよ

うなときになりますと、リモートセンシングは余り出番がなくなってしまう。とこ

ろがまた右のほうにいきますと、青い三角形がもう一回出てまいりますが、今度は

そこに道路をつくろうではないかとか、港をどこへつくればいいかということにな

りますと、またリモートセンシングの役割が非常によく出てくるというようなこと

で、御理解いただければと考えております。 

 では２ページにまいります。では石油というのはどういうふうに、どこを探せば

いいんだと。石油のどこにリモートセンシングが役立つのかということを簡単に説

明さしあげます。 

 まず石油というのは、一般に海の底に根源岩となるべき有機物がたまります。そ

の後、石油が地下深部にその根源岩となる地層が落ちていきまして、圧力を受けて

油になり移動して、それでどこかに溜ります。そのどこかを探すというのが仕事で

ございます。このフローを見ますと右と左に分かれてございますが、石油が移動し

ていくようになったときに、移動したままで上に上がってきてしまいますと、陸に

出てしまいます。それをどこかで地質がこう、ここに右側に出ていますが、あのよ

うにぐにゃぐにゃ曲がっておりますが、背斜トラップといって曲がっているところ

がございますし、左側には断層トラップといって、また三角形の赤いところがござ

いますが、これですね。そこにトラップ、引っかけですね。石油をとめてくれると
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ころができて、タイミングよくできたところに、油が上がってきてくれると油田に

なるわけです。それがないと油はあっても油田はできません。ですので、そういう

ところを探すというのがこの仕事の難しさです。 

 次に行かせていただきます。５ページでございます。同じ意味の説明なんですが、

ではそういうところをリモートセンシングで探せるのかということですが、例えば

今ここで書いてございますので、リモートセンシングというか、石油に関係してい

るのはこことここです。ところがイメージとしてはここは砂漠が覆っているような

イメージなので、ここはちょっとだけ岩が出ていて、中を見せてくれない。こうい

うところは何でやっても地中は見えません。ところが先ほど申しましたように、石

油の根源がたまるのは、昔は、今このポンチ絵ではこの紫色が根源岩ですが、石油

の元がたまったときは、ここは平らな海底でございましたので、大体同じような地

層になっています。数百キロ単位でこういう構造ができておりますので、地質を見

るときはここでも、ここでも、かなり相似形のものを見ることができます。それで、

こういうところ、深く切れ込んだ谷では深い地層を見られますし、浅いところはそ

れなりのところが見られる。それからここにしわができているのですが、これは褶

曲なのですけれども、褶曲もあるところだけ細かくできるということはなかなかあ

りませんで、ある一定の波をつくりますので、そういうところから周辺でいろいろ

なことを情報を収集して学習をする。それで、今油田と書いてあるようなところを

狭めていく、絞り込んでいくというようなやり方を一般にいたします。 

 では、そういうことで本当に使っているのかといった場合ですけれども、例えば

これは皆様既にニュース等で御覧になった方もいらっしゃると思いますが、リビア

の入札に関しまして、日本の開発企業さんも随分参加されましたが、今の例は、大

体リビアは本入札以前に国に入れてくれなかったということがございます。ただ、

資料だけは高いお金で買うことができましたので、その段階で評価するときに、リ

モートセンシングデータをあわせて、この資料が本当のものなのか、うそなものな

のか、信頼できるのかというような評価をした上で、この鉱区の入札に参加してい

るという事実はございます。ここに実際、了解を得ましたので書きましたが、各社

さんの名前も書いてございます。このような利用の仕方が一つございます。この絵

を見て下さい、専門家がつくりました絵、これだけではないんですけれども、いろ

いろな手に入る資料を見てつくった地質図がこういうことでございます。 

 続きまして、７ページでございますが、現在、石油といっても実際にそこにある

石油の30％ぐらいがとれればいいところだということでございます。70％はどうし

ようもないという状態ですが、それをもう一回見直す時代に来ているということで、

こういうようなことで使っていこうと。左側が非常に単純でございますが、有名な

イランのザクロス山地の油田でございますが、ここを人手が入れるところからやっ

ているわけですけれども、非常に入りづらい奥地に至るまで見に行くことができま
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す。先ほど、石油がたまるトラップということで、背斜の話をさせていただきまし

たが、これは見ていただけると分かると思いますけれども、先ほどの下にあります

ポンチ絵のこういう地層が上に凸になっているところが実際に御覧いただけると思

います。こういうところは下に石油をためる構造でございますので、非常に有望な

可能性を秘めているというところで、１日のうちに何もしないで、自分の机の上で

見ることができますので、次の開発戦略をつくることができます。 

 それからここは実際にありましたものですが、表面がでこぼこしているところは、

実はこういう地層面、この青いところのこれが地層で、この表面が地層面ですが、

これが表面に出てきますと、この傾斜をはかることができます。今までは30とか50

点ぐらいでそのモデルをつくっておりました。現在ここでは石油を掘っているわけ

ですけれども、もう一回、傾斜測定情報を倍、３倍ぐらいにしまして、リモートセ

ンシングからはかった地層傾斜を入れて計算をし直し、解析し直した結果、どうも

これは二重構造になっているはずだとなりました。今ここで掘っておりますが、次

はここにもある可能性があるということで、ほとんど今掘っている油田の下をもう

一回掘ろうじゃないかという再見直しの手順に入ったという話でございます。 

 それから９ページでございますが、これは環境への利用ということになります。

今、応札するときに、環境の話が非常に強く出ていまして、環境を考えていないと

ころは大体はじかれる、応札できないというような時代になってきております。す

みません、一つ前に行き過ぎましたが、これはウゼン油田というところでカザフス

タンの油田でございます。この色がつきました所は、表面に油が残っていて、油の

水状のもの、これは実は油なんですけれども、こういうものとか、こういうもので

すね。こういう性状によって廃油分類ができます。これはＡＳＴＥＲを使って分類

した結果ですけれども、このような分類ができました。これは環境監視ということ

でまず重要でございますが、実際に開発業者さんたちは、もしもこの油田を再度購

入して、30％からその後の石油を掘り出そうというときには、この環境をどういう

ふうに対処するかというのにお金がかかるわけですので、それに対するコスト計算

なんかにも使うことができるということでございます。 

 失礼いたしました。前の８ページに戻らせていただきたいと思います。この絵は、

非常に身近で、千葉県の茂原で地盤沈下が起きているというのを、この場合はまだ

ＰＡＬＳＡＲでなくて、ＪＥＲＳ－１のＳＡＲで計測した例でございます。その結

果がこのように赤ければ赤いほどたくさん沈んでいるという沈下量でございます。

これは県の水準測量の結果をまとめたものでございます。大体同じような時期のデ

ータをまとめました。そうしますと、大体パターンが似ているということは御理解

いただけると思います。 

 今はＰＡＬＳＡＲでやっておりますが、ＰＡＬＳＡＲで地盤の沈下をはかること

が何で資源だということになるかと思いますが、現在、先ほどの30％をふやして、

 9 



採掘量を50％にしたいというときに、ＣＯ２などを圧入したりします。圧力で普通

では汲み出せないものを出してやろうということをやります。そうすると、深度

2,000メーター付近でそれをやっても、地盤が上がり下がりします。ミリ、センチ

の単位でございますが。それをはかることによって、どこにもっと圧力を加えれば

よいのかというような、精密・詳細な探鉱ができるということでございます。 

 それから10ページでございますが、ここでガス田と書いてございますが、このガ

ス田から、ここのキルクークまでガスを運ぶパイプラインをつくろうとしておりま

す。そのときにいろいろ比較ルートを設定いたしまして、そこの地形ですとか地質、

植生の状態、特にここは氷が、永久凍土でございますので、そういう条件を入れて、

どこが一番安く作れて保全が楽かというルート比較をいたしました。その結果が色

に出ておりまして、結果として一番左のルートが適切であるということになってお

ります。 

 続きまして、金属の話がございますが、時間の関係のもございますので、省略さ

せていただきます。 

 13ページをちょっとだけ説明させていただきますと、リモートセンシングは海洋

資源にほとんど使えないということになっておりますが、一つだけオイルスリック

ということで、海底の油田から滲み出てきます油を捕まえてやろうとしています。

そうするとその下の油田の情報として使えるであろうということで、スリックとい

うのは表面が鏡状になる油の流れということでございますが、オイルスリックを３

回以上つかまえてやりますと、同じ点から湧き上がってきた場合は、同じ点から風

によっていろいろな方向に拡散するわけですから、浮き上がってきた地点だけは常

に同一ということになります。そこで、リモートセンシングが海底油田の情報をつ

かまえるということが可能になってきたということでございます。現在、我々もデ

ータベースとして皆様に使っていただけるような状況を試行しております。 

 このようなことが我々の今やっておりますリモートセンシング、宇宙からの資源

探査支援ということの対応でございます。そのような経験で、我々が今後の方向性

に関してどのようなことを考えているかというのを、ざっと説明させていただきま

す。 

 まず、15ページに５つ挙げましたが、重要なのは、まず第一に継続的な観測を実

現してほしい。２つ目はタイムリーな観測がしたい。それから３つ目がセンサーを

もっと高精度にしてほしいということ、それから４つ目は、ユーザーフレンドリー

なデータハンドリングシステムが必要であろうという、この４つを我々は本日紹介

させていただきたいと思います。資料では、それが一つ一つの章になっておりまし

て、16ページは継続的な観測ということでございますが、資源だから一回だけやれ

ばいいだろうというのが、今までのいろいろな方の意見でございました、しかし、

実際には先ほどから申しておりますように、資源というのは物を見つけるだけでは
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なくて、その前後の環境維持とか、広域から見ないといけないとか、そのときどき

の情報が今や必要になってきているということでございます。 

 ２番目のタイムリーな観測というのは、これは我々、ＥＲＳＤＡＣは今ＡＳＴＥ

Ｒをやらせていただいていますので自分で注文できるわけですけれども、これから

は各社さん、即ち各デベロッパーが観測要求を出して、それぞれの目的に応じたデ

ータをとっていく必要があるであろうということでございます。そのためにどのよ

うなことをしていただきたいかというと、衛星システムの小型化、すなわち低コス

ト化、高精度化ということでありますとか、タイムリーな観測のためには、高頻度

で観測していただかないと不可能でございますので、群衛星等の運用・管理技術を

やる必要があるのではないかというふうに考えております。 

 ３つ目のセンサーの高精度化でございますが、これは地質開発ニーズのところに、

18ページでございますが、より精緻なより直接な地質・資源情報の入手というふう

に書いてございます。我々としてはこの直接的情報という言葉に注釈をつけさせて

いただいておりますが、今までの分類というのから、実際、具体的にはハイパーを

イメージしておりますが、ハイパーによって分類から識別にレベルを上げるという

ことです。分類と識別は違うというふうに考えていまして、データそれぞれが持っ

ているスペクトル情報で、これが何の石だと、アルーナイトなのか、あるいはモン

モリロナイトなのかを識別したいという、そういうことをここでは申しております。

そのためには、ハイパーをやるとか、さらにハイパーの高空間分解能化のような技

術開発が必要であろうというふうに考えております。 

 それから、４つ目としてユーザーフレンドリーな…というふうに書いてございま

すが、これは意外と資源をやる人というのは、リモートセンシングに余り精通して

いない人の方が多いし、情報がほしい、比較的軽くほしいとおっしゃる方が多いの

で、難しいことを言わずに、あるいは高いソフトウエアがないと使えないという時

代から、比較的容易にどなたでも使えるような環境をつくる必要があるのではない

かということです。そのための技術開発としては、統合保存・配布システム技術を

充実したいということで考えておりますが、実際にはＧｅｏＧＲＩＤの有効利用と

いうことで、既に産業技術総合研究センターさん等が開始されているということも

承っておりますが、こういうことが非常に重要になるのであろうというふうに考え

ております。 

 21ページ、最後でございますが、これらを使いまして資源外交ツールとしての衛

星地球観測技術を活用していきたいというふうにも考えております。世界的な資源

争奪の時代において、資源保有国（途上国）は社会・経済的につながる資源開発を

望んでいるということはもう明白でございます。そういうことで、今まで我々がし

た経験をベースにして、よりよい地球観測環境ができれば、このようなツールとし

て利用していけるのではないでしょうかというのが我々の申し上げたいことになり
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ます。 

 時間もございますので、ここでやめさせていただきます。 

○久保田座長補佐 丸山様、ありがとうございました。 

 事務局が追加の調査をしております。そこで、追加検討事項として調査した状況

を説明してもらおうと思います。よろしくお願いします。 

○赤星参事官 それでは、資料２を用いまして、事務局で本日御紹介賜りましたＥ

ＲＳＤＡＣ様のほかに、資源探査を実際に行っておられる国の関係法人、また民間

企業の方々の御意見を伺ってまいりましたので、その概要を御紹介させていただき

ます。 

 １ページを御覧いただきますと、裏のところにありますが、１ページを御覧いた

だきますと、まず（１）の衛星リモートセンシングデータ利用者からの御意見とい

うことで、新たな利活用拡大のアイデア、この①の部分につきましては、ほぼただ

いまの御説明で尽くされていると思いますが、１点だけ補足いたしますと、３つ目

の項目でございますが、主に民間の資源開発事業者の方々は、とにかくどこの国の

衛星かは問わずに、早く新しい情報を少しでも安く手に入る衛星を探して、それを

使っておられるということでございました。将来、日本の衛星が開発された場合に、

やはり日本だけだとマーケットが非常に限られているので、外国の方に使ってもら

うということがやっぱり現実的ではないかという御意見ございました。同じ１ペー

ジの②、③につきましてはただいまの御説明のとおりです。 

 ２ページのほうに移らせていただきますと、１点目としまして、実運用を重視し

たセンサー仕様の設定ということで、ぜひ資源開発ユーザーの方の使い勝手を向上

させるための開発を行ってほしいという要望が、これは皆様から寄せられてござい

ます。 

 また２番目といたしまして、非常に優秀なセンサーを開発して、それを衛星に搭

載します場合の衛星側のそのシステムにも十分配慮してほしいということでござい

ました。具体的には、例えばハイパースペクトルセンサーやマルチセンサーといっ

たセンサーの場合に、ぜひ午前10時半の軌道を実現してほしいということでござい

ますとか、ハイパーとマルチの特徴を生かすために、望遠鏡は別々にできればして

ほしいとか、そういった具体的なことでございます。 

 それから③のユーザーの希望が適切に反映される運用体制の構築という点につき

ましては、１点目は先ほどの御説明のとおりでございますが、２点目としましてＰ

ＡＬＳＡＲの非常に優れた特徴である４偏波フルポラリメトリ観測、こちらのデー

タが今資源の有望な南米や豪州地域のデータが非常に少ないので、こういったとこ

ろも力を入れてほしいという御希望がございました。 

 それから３ページに移らせていただきます。３ページのその他の項目、①につき

ましては先ほどの御説明のとおりです。②番といたしまして、これは世界各国と協
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調したデータ供給体制の構築と、外交ツールとしての活用ということでございます

が、センサー、特に高精度になればなるほど、観測幅としては一般に狭くなってま

いりますので、１基で世界中をカバーするというのはなかなか難しいのではないか

と。そういった場合に、海外との協調等も必要ではないかという御意見を賜りまし

た。 

 それから３番は先ほどの御説明のとおりです。４番でございますが、今後、衛星

のセンサーが高性能化して、よりデータが大容量化すると。その際に、ダウンリン

クがボトルネックにならないようにしてほしいという要望がございました。 

 以上でございます。 

○久保田座長補佐 以上でよろしいでしょうか。 

○赤星参事官 はい。 

○久保田座長補佐 それでは、先ほどの丸山様の御説明と、今の事務局からの追加

調査の説明につきまして、御質問とか御意見ございましたら出していただければと

思います。いかがでしょうか。 

 どうぞ。 

○平委員 海域におけるオイルスリックのデータですけれども、これは検出方法

等々では何か特殊な技術は必要なんでしょうかということと、日本周辺のＥＥＺの

付近のオイルスリックとの定量的な活動といいますか、そういうことに関してはも

う何かデータがあるのか、わかっているのかとか、そういうのをちょっと２つお伺

いしたいんですが。 

○丸山ＥＲＳＤＡＣ技術参与 まず特殊な方法というのは、ないと言ったほうが近

いと思います。ただ、データの位置精度が非常に高いこと、海洋の中ですと、位置

合わせの場所が非常に難しいので、撮ったデータ自体の位置精度があれば、重ね合

わせられるということですので、そんなに特殊な技術はいりません。ただ、高頻度

にとっていくということだけが非常に大変、力仕事のほうが大変だと思います。日

本の周辺でございますけれども、先ほど例に見ていただきましたのは、男鹿半島の

周辺で日本でございます。あそこは確実に海底に油田がございますが、やはり経済

的にペイしないということで控えているということでございます。ただ、あれ以外

に我々はまだあのレベルでしっかりととらえているところまではいっておりません。

日本全部がと言われると自信がありません。 

○久保田座長補佐 どうぞ。 

○松尾委員 事業化までにはとてもいろいろなあれがあると思うんですが、先ほど

の最初のスライドですね。ＪＥＲＳ－１はその流れの中で実際に何か貢献するよう

なことはあったんですか。 

○丸山ＥＲＳＤＡＣ技術参与 ＪＥＲＳ－１の場合は、我々まだ研究段階というふ

うに位置づけておりました。それで当時は実験地域が中国であったり、ミャンマー
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とかそういうところでやった例がございます。それでその中で実際に中国で石油を

見つけた例はございます。それは、ＥＲＳＤＡＣの研究事業の範囲でやりました。 

 ただ、それ以外に、各社さんがやった例というのは、余り我々に聞こえてこない

と言いますか、余り大きな声で言う話題でもございませんので、なかなか難しいと

ころがございます。ですから、その中国で２カ所と、それからミャンマーで１カ所

は我々がケーススタディーとしてやった中で、その後を開発業者さんが受けてくれ

て、実際にやったらばうまくいったという例はございます。今はそこまでです。 

○松尾委員 それは必ずしもすべてＪＥＲＳ－１の成果にするわけにもいかない種

類のお話だと。 

○丸山ＥＲＳＤＡＣ技術参与 残念ながら、それで冒頭にこういう絵を御覧いただ

きまして、この中でお金の話をするとなんですけれども、この最初のときは予備調

査のときは、100万とか、1,000万ぐらいのオーダーです。この後ろのほうの精査に

なると、これはご存じかもしれませんが、１本のリグで海洋の浅いところなんかで、

リグというのはボーリングタワーですね、あれを建てますと10億とか、１本でそれ

ぐらいの額になります。後はパイプラインなんて推して知るべしだと思いますが、

ですからお金の額がこっちの三角にこう広がってくるということになります。その

分、時間も大体スパンが10年ぐらいと御理解いただければ、プラスマイナスを入れ

て、よろしいかと思うのですね。10年前の話ということで、なかなかこの貢献度を

言ってくれる人がいない。それからＥＲＳＤＡＣのように、リモートセンシングを

使って使ってというところは、後ろのほうの予算を持っていないものですから、各

社さんにお願いして検証してくださいというようなことを、長年続けてきていると

いうことでございます。 

○久保田座長補佐 どうぞ。 

○大林委員 ちょっと丸山さんにお伺いしたいんですが、わかったことを聞くなと

言われるかもしれないんですが、先ほど最後の取りまとめで４番目だったですかね。

ユーザーフレンドリーなというのが出てきましたんですが、これは補足の調査資料

にも出ておりますし、それから先ほど横田さんの資料紹介の中にも出てきたわけで

すが、こういったものが今ここで出てくるということについての、ちょっと御質問

なんですが、30年以上にわたってこれは努力してきたわけですね。多くの皆さんが

ですね。それでなおかつこれが今ここで議論されなければいけないというのは、何

があると思われるでしょうか。 

○丸山ＥＲＳＤＡＣ技術参与 非常に難しい御質問で。 

○大林委員 今後、だからこれをつくり上げ、実現していくためには何を突けばい

いのか。何を研究すればいいのかということなんです。 

○丸山ＥＲＳＤＡＣ技術参与 具体的に私どもの耳に入ってくるというか、我々が

言われることは、意外なくらいにソフトウエアが高いとか、それからデータの―
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ＥＲＳＤＡＣも含めてですが―検索して購入する手続が面倒くさいとか、それか

らＡＳＴＥＲの検索はＥＲＳＤＡＣでＬａｎｄｓａｔは別の機関で、ＳＰＯＴはま

たどこか、という、そういう不満といいますか、使いづらいという御意見がありま

して、ごもっともとは思いますけれども、我々では、我々システムはちょっと直し

たりするんですけれども、全体の話としてはもういかんともしがたいというような

ことがございます。それで、ＧＥＯ Ｇｒｉｄのようなと言ったらいいかもしれま

せんが、全体を包括するようなことでやらないと、問題はいつまでたっても解決し

ないし、ＥＲＳＤＡＣというか、そういう小さなものではなくて、大きなところが

全体の問題を見ながらやっていくことなのかなと思って、ここで話させていただき

ました。 

○大林委員 私、個人的にはやっとここまで来てくれたか。これが出てくるように

なったかという安堵感は一つあるんですけれども、ぜひこれは実現しないと、すべ

ての問題を支える私は課題なのかなというような感じがするんですが。 

○久保田座長補佐 今、お話しありましたように、大林委員もこの前言われていた

と思うのですが、例えばＥＲＳＤＡＣさん幾ら頑張っても限度がある。その全体を

まとめるところがやはり必要だということが、また新たになったという気がいたし

まして、そういうのをどこがやっていくかという。これがこれからの問題というこ

とですね。 

○大林委員 はい。 

○久保田座長補佐 ありがとうございました。 

○横田参事官 私、本当はこの本部の立場ではなくて、実はＡＳＴＥＲはちょうど

私が通産省にいたころに立ち上げたものですから、非常にそういう意味ではデータ

のハンドリングについては関心がありまして、このプロジェクトに関与してから、

ずっと関与した後、宇宙の世界を離れていたんですけれども、その間にいろいろな

方々にＡＳＴＥＲのデータを御紹介してみて感じることというのは、やはりそのＡ

ＳＴＥＲの画像のようなもの、非常にそれでもアクセスはＧＥＯ Ｇｒｉｄなんか

よりよくなっているという話しあるんですけれども、例えばデータの形式につきま

しては、やっぱりリモートセンシングの専門家の方々でないと使えないような形式

になっているんで、例えば立体情報が入っている、ＤＥＭの情報が入っているわけ

ですけれども、ＤＥＭの情報として例えばコンピュータグラフィックスの方々が使

えるかといったら、そういう方々は全く使えないとか、そういう形でのアクセスの

難しさというのはあります。 

 だから、やはりデータへのアクセスを考えると、このＧＥＯ Ｇｒｉｄですら、

多分専門家の方でないとあれはなかなか使いづらいと思いますね。私もやってみま

したけれども、なかなか難しいなと思いますので、やはり専門家以外の方々が利用

するようなことも含めて、特にリモートセンシングの利用を考えますと、地方自治

 15 



体とかいろいろな方々が今後利用される可能性があるかと思いますので、そういう

ことも含めてのデータのアクセシビリティーというのを考えていく必要があるんで

はないかなと私どもは考えております。 

○久保田座長補佐 どういたしましょうか。では。 

○茂原委員 大林先生の全くおっしゃるとおりで、私も何でまあ今ごろという感じ

がします。皆さんの合意としてはもう点と線ではなくて、要するにマトリックスと

いいますか、立体構造をつくらなければ絶対だめだと。要するにデータの幅を広げ

る、ユーザーの幅を広げる、かつそれを運営指揮する体制が必要だということもだ

れでもわかっている。だから２つぐらい先へ行かなければならない。 

 本来ならば民間のだれか、いわゆるリーダが出てきて、そういうところをリード

していけばいいんですけれども、それは不可能であった。そうすると、今はもう強

引に、オーケストラでいえば指揮者を連れてきて、これから第九を全員で合唱する

んだという体制をつくらないと、私はだめなのではないかなと思います。そこまで

必要な時期だと思っています。 

 それも残念ながら民ではだめだったので、官の力でお金と人を持ってきてやらな

いと、この10年間の問題は解決しないと思っていますので、いい機会ですので強く

主張しておきたいと思います。 

○久保田座長補佐 ありがとうございました。 

 どうぞ。 

○小池委員 今のお話しにあったデータについてですが、10年間何もしなかったわ

けではなくて、それの間に技術が進歩して、センサーが高度になり数もふえ、デー

タ量も膨大になって、またニーズも広がりました。このような状況にデータの統合

的な利用が追いついていないということで、後追い後追いで来ていると考えており

ます。幸いなことにこの第３期の科学技術基本計画の中で、海洋地球観測探査シス

テムという国家基幹技術が設定されて、その中にデータ統合解析システムというの

が位置づけられて、まだ指揮者が来てオーケストラというわけにはいかないんです

けれども、そういう動きが国としては進み始めたと考えております。この膨大なデ

ータと多様なデータ、それからそれに対して多様なニーズがあり、これらに応える

ことのできる科学技術を、国としてきちっとつくっていくということは大事である

と考えています。前回に続き今回もこういう議論が出ており、特に衛星データは多

様なニーズに対して膨大なデータと潜在的な情報を有しているということを考えま

すと、国主導の特別な努力が必要であろうと思います。 

○久保田座長補佐 ありがとうございました。 

 それでは、いろいろまだ御意見おありかと思うのですけれども、時間も限られて

おりますので、この質疑応答は一応終了といたします。今議論がいろいろ出てまい

りました。実は前回も同じような議論がありました。宇宙の関係といいますか、衛
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星の関係で、ユーザーの視点に立った衛星の利活用方策と括っておりますけれども、

それについての前回の御意見も踏まえ、今の御意見も多分入れなければいけないの

ですが、それも考慮して中間フォローアップの取りまとめという案を一応つくって

ございます。これを事務局から説明してもらいたいと思います。海洋についてはま

た後ほどということで、一旦、この衛星の利活用方策ということの中間取りまとめ

（案）であります。 

 これは実は１月９日に総合ＰＴというのがございまして、そこでこれを報告する

ことになっておりますので、ここで審議していただく必要がございます。これも時

間がなくて恐縮なのですが、かなり時間を制限した中で、御議論いただきたいと思

います。 

 まず、赤星参事官から取りまとめ（案）の説明をお願いしたいと思います。 

○赤星参事官 それでは、資料３に沿って御説明させていただきます。まず第１点

は中身の説明に入ります前に、前回のフロンティアＰＴにおきまして、重点的に議

論すべき事項ということで、この資料３の１枚目に書いてございます１番、２番に

加えて、暫定としながらも衛星ロケットの国際競争力の強化のための技術課題とい

うことを事務局からの案ということで出させていただいておりました。 

 本日までの御議論の中で、衛星についての技術的な議論はある程度、非常にたく

さんの御意見をいただいたということと、やはり国際競争力の強化ということにつ

きましては、宇宙戦略本部を中心に、産業競争力の強化という観点から、単に衛星

ロケットのハードのみならず、射場の問題、また打ち上げのタイムウインドの問題、

ロケットファミリーのあり方など、非常に幅広い検討をされるということでござい

ますので、事務局といたしましては、この前回御提案させていただいておりました

国際競争力の強化のための技術課題という点につきましては、戦略本部のほうでの

一元的な検討をお願いしたいということで、今回、ここのタイトル、検討事項から

落とさせていただいております。そのかわりというわけではございませんが、前回

御提案のございました技術人材の育成ということを、このＰＴとしての御議論のテ

ーマに挙げさせていただきたいと考えております。 

 それでは、中身を御説明させていただきます。資料３、１枚目は検討状況でござ

います。２枚目、２ページ目を御覧いただきますと、２ページから５ページまでご

ざいますが、これまでの本ＰＴにおいていただいた御意見などを、主に実利用の立

場からの意見を中心に現時点では取りまとめたものとなっておりますので、今後、

本日の会合以降、また皆様に御意見をメール等でいただく期間を設定したいと思い

ますので、そういった研究開発の観点から少し欠落している点があるのではないか

といった御意見もあろうかと思いますので、その点は後ほど御審議を賜りたいと思

います。 

 また、全体でございますが、衛星のシステム設計、これは２ページ、それから３
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ページに今度はセンサー開発、４ページに衛星からのダウンリンク、データ送信と

いうこと、及び運用体制、一番最後に衛星利用と地上技術との融合という５つの観

点で切り分けてまとめてございます。それぞれの項目ごとに提言の内容と、その提

言のバックグラウンドとしての事実と申しますか、我々がヒアリングした内容等、

参考例ということで書かせていただいておりますが、この参考例の部分につきまし

ては、本日の皆様の御議論のための参考ということで、中間取りまとめの中では余

りにも技術的な細かい内容でございますので、割愛させていただく予定でございま

す。 

 ざっと内容を御紹介いたします。まず衛星のシステム設計につきましては、利用

のプライオリティーの明確化ということで、設計段階からどういう利用を、もちろ

んいろいろな用途に使うということは、妨げるという趣旨ではございませんが、や

はりある程度何を一番重視するかといったプライオリティーを明確化した上で、セ

ンサー性能を最大限発揮できるシステムの設計が重要であるということは１つ目で

す。 

 ２番目は、共通バスの10年以上にわたって使い続けられるような、非常に信頼性

の高い共通バスの必要ということが２点目、また３番目といたしまして、ユーザー

に継続的な地球観測環境の提供といった観点にも配慮すべきということを３点目と

書いてございます。 

 その次のページでございますが、これは現在ＷＩＮＤＳで採用されているような

システムを念頭に置いたものでございますが、軌道上における運用形態の柔軟性の

向上、また民生部品の軌道上実証といったことを書いてございます。センサーその

ものにつきましては、ＳＡＲについては戦略的な周波数の選択、光学センサーにつ

きましては解像度の向上に伴いまして、その利用頒布に係るセキュリティーについ

ても、体制面、技術面での観点の検討が必要ということを書かせていただいており

ます。また、特に資源探査などの面で重要になる可視近赤外領域から短波長赤外領

域にわたるバランスのとれたセンサー開発といったものを記述してございます。ま

た気象観測分野におけるさまざまなセンサーニーズに言及しております。 

 ４ページでございます。こちらでは衛星からのデータ送信技術として、用途によ

っては非常にリアルタイム性を求められる用途があるということで、そういったこ

とへの配慮、またダウンリンク回線がボトルネックとならないような対処について

記述してございます。 

 ４番目の運用体制におきましては、センサー種類の選択、小型衛星の利用も含め

た組み合わせの最適化、また軌道上の配置やデータフォーマットの世界標準化など

の技術課題について触れてございます。データハンドリングシステムにつきまして

は、先ほどの御議論を踏まえた記述となってございます。一番最後のページでござ

いますが、これは衛星の利用と既存の地上設備等との連携ということで、陸上の電
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子基準点や管制計測装置などの活用と複合計測装置の開発などについて言及してご

ざいます。 

 簡単ではございますが、以上です。 

○久保田座長補佐 ありがとうございました。 

 それから前回立川委員から、人材育成について考えるべきではないかという御提

案ございました。今、赤星参事官もそのことをおっしゃられておりまして、この中

間取りまとめには、その３番目の技術人材の育成の観点からというのも入っていま

す。そういう意味で、立川委員から人材育成についての提言というのはございます

か。 

 よろしくお願いします。 

○立川委員 お手元の資料の中に終わりのほうに１枚ペーパーが入っているかと思

います。それで宇宙関係から見た提言をまとめましたので、簡単に御説明させてい

ただいていいですか。 

○久保田座長補佐 お願いいたします。 

○立川委員 まず、これまでのＪＡＸＡの実施例として、プロジェクト管理能力の

強化、あるいは人材スキルの把握とキャリアパスの設定、事業企画力の強化、産業

界のすそ野拡大と企業内人材教育への貢献等、これは言葉を読んでいただくと大体

おわかりいただけるようなことをやってきておりますし、さらに大学、大学院での

人材育成、人材の底上げということで、たまたまＪＡＸＡの中には宇宙研の姿があ

りまして、教育職を含めて、大学院教育もやっているという観点で、自分で人材の

育成もやっているという特徴を持っておりますが、そういう観点でのこの人材の育

成もやっているということ。さらに、小中学校のすそ野拡大ということで、今一生

懸命、小学校、中学校の生徒に対する教育もやっているということであります。 

 こういうように、これまで人材育成については結構心がけてきたつもりでありま

すが、課題としては次２．ですが、まず１点目は技術力強化の見える化ということ

で、専門技術とかプロジェクトマネジメント、システムズエンジニアリング、この

辺がさらに重要なので、これらの認定制度を考えています。だからＪＡＸＡでもい

いし、民間企業でもいいんですが、それぞれでＰＭだとか、ＳＥに認定制度を入れ

ることによって、認知度を上げると同時に、それを目指す、そういう人材育成がで

きるかなと。 

 ２番目がプロジェクト管理能力の強化でありまして、この辺が宇宙のような大規

模なものでは重要なので、プロジェクトマネジメント資格、これは現在、世界的に

もありますけれども、それを取得するか、別の適切なものを考えるかは別として、

そういう既存のものを活用して、資格を持てるという人を優遇するなり、そういう

ことを考えたらどうかと思います。 

 それから３つ目は、専門技術能力の強化でありまして、これは当然時代とともに
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変わってきますので、即必要な場合には採用方針をいろいろ変えて、中途採用も積

極的に行うというようなことが必要かなということであります。 

 裏にまいりまして、同時にある程度の分野で専門技術グループを用意しておく必

要があるので、ちょっと我が社も困っているのは、宇宙関係は範囲が広いので、専

門家を集めるとそれぞれが少人数になってしまうという問題がありますが、これを

ハイレベルに維持するのに苦労をしているということでありまして、こういうのは

国の研究機関相互でうまく融通ができればいいかなという気もしないではありませ

ん。いずれにしても、そういうハイレベルの技術者群を用意する必要があるという

ことです。 

 それから世界トップレベルの研究、常に宇宙なんかもすぐ世界一流、世界一を目

指すと言われるわけでありまして、そういう意味でこれをどうするかというと、も

う少し海外機関との連携が必要ではないかと。日本にぜひ世界トップレベルの拠点

を作りたいということで今考えていますが、こういうものを国としても是非積極的

に考えていただくこと。今、文科省ではそういう検討をしていますけれども、宇宙

の分野がないものですから、宇宙開発で世界トップレベルの人を招へいできるよう

な、形を作りたい、作ってはどうかということですね。 

 あとは、事業企画力の強化は、まあこれはいいとして、産業界の人材維持・強化

の問題も、当然考えなければいけないわけで、これは継続的に仕事があって、研究

開発が進められることが一番重要な気がいたします。それは次の点にも同じであり

まして、10年の継続的な開発計画の策定、あるいはロケットは10年毎に１回の割で

Ｒ＆Ｄ活動が必要ではないかと。そういうことをやらない限り、日本の人材の維持

が難しいのではないかということでありまして、こういう点を考慮した人材育成へ

の課題も取りまとめていただいたらどうかなという意味であります。多分海洋のほ

うもあるのではないかという気がしますので、できればまとめて大規模な作業をや

っていくためにはどうしたらいいかという点で、お願いしたいと思います。 

 以上です。 

○久保田座長補佐 ありがとうございました。 

 それでは、先ほどの事務局からの説明と、今の立川委員による提言を含めまして、

御質問、御意見等ございますでしょうか。 

 大林委員。 

○大林委員 すみません、一つお聞きしたいというか、お願いしたいということか

わからないんですが、今までいろいろ議論されてきた、提案されてきた内容が網羅

されていると思うんですけれども、一つだけ先ほどのこれも横田さんの提案の資料

の中にもあったわけですが、アーカイブのことをもう少し具体的に書く必要はない

だろうかなと思うんですが、どこが何をするかというのは、今後議論するところで

はあるんですけれども、そういう項目が一つきちっとあってもいいのかなという感
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じがするんですが、いかがでしょうか。 

○赤星参事官 ５ページ目の四角の３つ目でございますが、ちょっと例示を参考と

いうことで書いておりますが、少しわかりにくいかもしれませんが、観測センサー

のデータをユーザーがすぐに利用できるよう処理した上で保管するデータアーカイ

ブの整理が必要ということで、前回の大林委員の御意見をちょっと入れさせていた

だいたつもりで、ちょっと書き足りない点がございましたら、また御指示いただけ

れば、ちょっとここを少し詳しく書きたいと思います。 

○大林委員 わかりました。 

○久保田座長補佐 よろしいですか。 

 茂原委員どうぞ。 

○茂原委員 この事務局の用意された資料ですけれども、一番最後になります。最

初に議論がありましたように、こういう体制の整備は、もう必要だというフェーズ

ではなくて、先ほども示したようにもう実行フェーズに早く入ってほしいというこ

とで、やっぱりそういう意図をもっと強く書いていただきたいというのが一つです。

ですから、整備が必要ではなくて、体制を整備して実働に入るとか、加速するとか、

要するに指揮者を連れてきて、その指揮者に指揮をとってもらうところまで、ぜひ

踏み込んでいただきたい。 

 それから同じこの５ページ目の最後のところで、地上技術との融合ということで

すが、ここに入ったのは大変結構ですけれども、今までの資料ですと、衛星データ

を活用するということはよく書いてあるのですけれども、地上データをインプット

として取り込む点については、余り触れられていない。これは非常に大事なことで

あって、災害だとか安心だとか安全という利用ではより、むしろ地上のデータのイ

ンプットのほうが多くて、衛星データのほうがむしろ付加価値になるわけです。で

すから、上のデータセンターをつくるにしても、インプットの部分では地上も宇宙

もすべてを含めたインプットが必要だとの視点がすごく大事で、地上データと融合

するというのは、これ非常に大事なキーワードなわけです。 

 それから先ほどの資料で、ＥＲＳＤＡＣさんから、世界と連携せよというお話が

ありましたね。世界のデータ。これは非常に重要なことですよね。地上とも融合す

る。それから世界とも融合すると。そういう視点は強く打ち出していただきたいと

思います。 

○赤星参事官 ただいまの先生の御指摘につきましては、ちょっと踏まえて修文し

たいと思います。 

○立川委員 その関連で。今のデータアーカイブの件は、東大とうちとＪＡＭＳＴ

ＥＣが組んでデータアーカイブをつくる話ですよね。そのことが何もここに入れら

れていないんだけれども、進んでいるんですよね。必要であると書いてあるんだけ

れども、もう手をつけようとしたのがあるわけですが、それを踏まえて書くべきで
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はないかなというふうに思いますが。 

○赤星参事官 そうですね。 

○小池委員 ちょっとよろしいですか。今のご指摘は大変ありがたいと存じます。

ぜひそのようにしていただきたいと思います。そこで、この全体のトーンなんです

が、世界の最先端の技術を開発していくフロンティアとしての宇宙と海洋の分野に

おけるフォローアップの中で、利活用にかかわる部分が重視されている点について

考えたいと思います。これまで、いいものをつくれば、あるいはいいデータをとれ

ば、それは利活用されていくんだという信念のもとに来ていたわけですけれども、

今振り返ってみると必ずしもそうではなくて、利活用についてもそのための科学技

術を進めないといけないということではないでしょうか。今日、立川委員から出し

ていただいた人材育成も、先端の技術を担う人材の育成について包括的に書いて頂

いていますが、これは日本としての力をつけていく上で非常に大事なことでありま

すが、それに利活用のための人材育成というものも必要ではないでしょうか。宇宙

のことを考えると、まず国内もそうですし、国際的にもそういうことを広げていく

ようなトーンというのが、人材育成についてもいるような気がいたします。ですか

ら、このフロンティアとして、最先端の科学技術を引っ張っていくということがま

ずメーンにあることは間違いないわけですが、それに加えて利活用のための科学技

術ということ、今のご議論いただいたデータとともに色濃く出していただけるとあ

りがたいなと思います。 

○久保田座長補佐 ありがとうございました。 

 実は人材育成の件につきましては、まだこの中間取りまとめ（案）にはエクスプ

リシットには出ておりませんで、きょうの議論を踏まえた上で、つくっていこうと

いうことになっていますので、今、小池委員からいただいたような方向で検討して

いくことになるかと思います。 

 あと、いかがでしょうか。 

○茂原委員 人材でもよろしいですか。反面ちょっと異論を申し上げますけれども、

必要な人材、これも確かに立川理事長がおっしゃるとおりだと思いますね。ただし、

人材育成には、供給、需要、雇用力の３つのバランスが必要です。私も大学におり

ました時、学生のしりはたいては、宇宙やったらいいことがあるよということで一

生懸命育てたのですけれども、それが宇宙に就職できないんですよね。ごく最近も

私の非常に身近なところにすごく優秀な者がおりまして、東大で宇宙物理をやりド

クターまで取りまして、大変期待していたら、この間就職どこへ決めたと聞いたら、

野村総研に入ったと言われまして、非常にがっかりしました。 

 宇宙の現場で必要だ必要だというのは結構なのですけれども、宇宙の組織ではそ

れを吸収できないというアンバランスがあります。つまり供給＝需要＝雇用力とな

るのが理想的ですが、現状は完全に供給＞雇用力の姿。この解決を考えないといつ
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までたっても理念の話になってしまう。特に産業界を含めて宇宙全体では、雇用者

数が減少している現実を正視しなければならない。 

 一案としては、宇宙は確かに専門性が強いというのと同時に、幅が物すごく広い。

工学、理学があり、それから生命医学、生体工学などまで入ります。そういうもの

を宇宙のコミュニティーの中に全部持とうとしたら、それはとても持ち切れる話で

はない。 

宇宙工学、理学以外の分野でも、基幹の分野については組織のなかにコアの人材

を育成して、人材の受容性と視野の幅を拡げると同時に、外部と連携して外部、ひ

いては世界の人材を活用していく視点が必要と思う。例えば大学は、専門性があり

能力と活力を持った人達の宝庫ですが、それらの人達が宇宙で十分に活用されてい

るようには見えない。組織の雇用力を超える部分については、外部の専門家の協力

を得たり、大学の活用が解になると思う。 

○久保田座長補佐 ありがとうございました。 

 もっと御意見いただきたいのですが、時間的な制約もございます。今いただいた

御意見、それから資源開発の観点については、さっきいただいておりましたですね。

それも含めまして、その中間取りまとめについては、もうちょっと修正していかな

ければいけないと思います。なので、これは事務局で修正してもらうことにします。

この取りまとめにつきましては、実はこの１月６日に総合ＰＴというのがあると申

し上げたのですが、そこに一応報告しなければいけないもんですから、時間的な制

約がかなり厳しい。そこできょう先生方からいただきました意見を踏まえて、その

ＰＴ案の取りまとめということについては、相澤座長に一任してはいかがかと思い

ますけれども、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは御承認いただけましたから、取りまとめは相澤座長に一任ということに

させていただきます。 

○相澤座長 ちょっと一言よろしいですか。 

 人材育成の問題、今御指摘がありましたように、実はこのような状況が各ＰＴで

やはり起こっているわけです。それで人材育成は先ほどのように、各分野にスペシ

フィックに閉じた空間で議論されると、これは結果的には非常にミズラブルなもの

になりまして、そこでこの人材育成についてはこのフォローアップ全体でどう取り

扱うかということを含めて、ちょっと御一任いただきたいと思います。 

○久保田座長補佐 ということでよろしいでしょうか。 

 ではよろしくお願いいたします。 

 では、海洋関連の議論に移りたいと思います。どうもお待たせいたしました。先

ほど、海底資源の開発に関しましては、机上配付の参考資料として、政府の取り組

みなどをまとめたものというのがございました。それからＪＯＧＭＥＣ様から御提

供いただきました簡単な概説もお送りしました。これは赤星参事官からの説明でご
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ざいました。そういうことを御考慮の上、まず有識者からの御意見といたしまして、

海洋資源開発事業者の観点から、ＪＯＧＭＥＣの塩川様からお話しいただきたい、

それから深海底探査技術の観点から、東京大学の浦教授から御説明をお願いしたい

と思っておりますので、よろしくお願いします。 

 順番は塩川様からでよろしいですね。ではよろしくお願いいたします。これも申

しわけございません。15分程度でよろしいでしょうかね。 

○塩川ＪＯＧＭＥＣ金属資源技術部長 塩川でございます。このプロジェクトチー

ムの会合で、私どもＪＯＧＭＥＣの海底熱水鉱床の探査の現状と技術的な課題につ

いて発表させていただく機会をいただき、御礼申し上げます。 

 お手元の資料に基づき、御説明させていただきます。 

 １ページ目、下段に目次が記してございますが、この順番に従って、以下御報告

いたします。１枚めくっていただきます。初めに海洋鉱物資源の概要について、表

を取りまとめさせていただいておりますが、これまで知られております海洋鉱物資

源というものは３つの種類ございまして、鉱床名として赤字で記した海底熱水鉱床、

マンガン団塊、そしてコバルト・リッチ・クラスト鉱床がございます。これらは海

底面に分布するその産状、含まれている金属分、分布している海域、地形等々、そ

れぞれ個性を持っていまして、違いがございます。 

 次に下の３ページ、下段に移りますが、探査、探す立場からは何が重要かという

ことですが、重要なのは賦存状況、それから分布の規模でございます。まずマンガ

ン団塊とクラストでございますが、これは海底面を上から見た写真、それから断面

というのは、切断した鉱床の実際の断面でございます。その下の模式断面図のとこ

ろに、規模について記していますが、マンガン団塊は、例えば最も分布が認められ

ているハワイの南東方沖での水平規模は約750万平方キロメートルと言われており

ます。 

 一方、クラスト鉱床は南鳥島周辺の火山の斜面ですとか平頂部にこれは賦存して

いる鉱床ですが、１つの海山で、大きくても1,000平方キロメートル程度の分布で

ございます。これに比べて厚さ、いわゆる垂直方向への鉱床の厚さでございますが、

赤字で示しましたように、わずか２センチから15センチという程度のものでござい

ます。探査上、次に申し上げます熱水から比べると、比較的これは下方への連続が

ございませんから、量の把握というのが比較的平易でございます。 

 一方、４ページに海底熱水鉱床を模式的の断面を下に示しましたが、海底熱水鉱

床については水平的な広がりというのは、大きくても１平方キロメートル程度でご

ざいます。一方、垂直方向ですがこれについては実は海底面に林立しておりますチ

ムニーと称する煙突状になっている鉱石がございますけれども、この高さが数メー

トルから十数メートル、さらに私ども海底面下に鉱化体が埋まっている、賦存して

いるというふうに期待をしておりまして、先に申し上げたマンガン団塊やクラスト
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鉱床と比べると、水平の規模が小さい割には垂直方向への伸びがあるということで、

探査上は厄介な鉱床でございます。これの量を把握するために、右側に示しました

ようにサンプリングとして、非常に大型のパワーグラブでありますとか、ボーリン

グマシンが必要だという、状況でございます。 

 次に５ページ、下段でございますが、私どもＪＯＧＭＥＣの海洋資源に対する探

査の取り組み状況をまとめさせていただきました。②の海底熱水鉱床につきまして

は、昭和60年に東太平洋の中央海嶺、下段位置図のメキシコの沖合いＥＰＲと小さ

く示した赤がございますが、ここを最初に10年間調査をいたしまして、その後、沖

縄トラフ、伊豆・小笠原海域で平成15年まで実施して、一時中断後、今年度から新

たに沖縄トラフと伊豆・小笠原海域で調査を再開しております。 

 下段には、小さくて恐縮ですが、海洋鉱物資源の分布を示しましたが、赤丸をつ

けているところがこれまで海底熱水鉱床の賦存が報告されているところでございま

す。 

 次のページを御覧ください。もう少し海底熱水鉱床について経緯などを御説明し

ます。海底熱水鉱床というのは、1978年ガラパゴスで最初に発見されて以降、日本

の近海におきましては88年沖縄トラフ、その後、伊豆・小笠原海域などでも発見さ

れています。特徴としては日本の経済水域のものは、水深が他と比べると700から

1,500メートルと浅く、水平的な広がりが大きいとか、有用金属の含有量が高いと

いうような特徴を持っています。 

 ②の最近の動向は、特に海外の民間企業が海底熱水鉱床の開発を準備中であると

いうことが重要なところで、ここ数年、高まっております海底熱水鉱床開発機運の

きっかけとなっているところでございます。 

 ③の課題としては、海底熱水鉱床のその海底面下への連続性、ないしはその分布

状況が十分確認できていないということで、資源量が不明確というのが大きな課題

でございます。 

 次に７ページ、下の段です。では実際、海外企業はどんな活動状況なのかでござ

いますが、民間企業、特にカナダのノーチラス社というのが、パプア・ニュー・ギ

ニアのマヌス海盆というところで、また英国のネプチューン社というのがニュージ

ーランドの海域において掘削船を用いて大規模な海底熱水鉱床の探査を実施し、

2010年または2011年に商業生産ないしは操業試験を予定しております。 

 右側、８ページでございますが、これはノーチラス社の海底熱水鉱床調査に係る

情報です。ＳＯＬＷＡＲＡ１というプロジェクトで、鉱床の分布の状況であります

とか、赤の小さな丸はすべてボーリングのポイントでございますが、調査の状況、

それからそういった調査結果に基づく断面図を示しています。ノーチラス社は、多

数の国々の調査グループや、民間企業の調査結果を引き継ぎ、2006年度に探査の権

益を取得後、2007年度に100本に及ぶボーリングを実施して、概略的な資源量とし
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て200万トンという鉱量を推計しております。右側の断面を見ていただきますと、

黒の直線で垂直に降りているのはボーリングの実施を示したもので、19メーターぐ

らいのボーリングを実施して、鉱化体、鉱化のゾーンを確認しています。まだ下限

を確認していない状況でございますが、ここでの熱水鉱床の厚さというのは、三、

四十メートルぐらいあるのかなという、状況でございます。 

 次にその下の９ページでございますが、陸上における資源探査開発のフローを示

しています。現在、地表におきましては、かつてと違って、鉱床が地表に露出して

いるということはほとんどなくて、潜頭性、隠れた鉱床を探すわけでございますが、

そこに示しましたリモートセンシング、地質調査、物理探査、そしてボーリング調

査をして、鉱床を評価していくという一連の流れがございますけれども、こういっ

た陸上に使われている手法が、では海で使えるのかということでございますが、下

に記していますように、陸上の探査と比べて海洋における資源探査活動というのは

すべて調査船を用いなければいけないということ、そして一般的には海中では電磁

波が使えないというような制約要因がございます。 

 次のページを御覧ください。ではどのように海水熱水鉱床の調査をこれまでやっ

てきているのかということでございます。私どもＪＯＧＭＥＣは第２白嶺丸という

のを持っていますが、この船は、昭和55年度に就航した深海底鉱物資源探査専用船

でございます。その特徴は左の下に示しましたように、サンプリングに非常に秀で

ていますが、これを可能とするために、定点保持でありますとか、ゆっくりとした

航行が可能であるとか、サンプリングの機器をいっぱい持っていますということで

す。右図にはサンプリング機器を図示しています。 

 その下、11ページでございますが、こうした機器を第２白嶺丸に搭載し調査して

きていますが、やはり技術は常に新しいものが出てくるということでございますし、

それぞれ鉱床の性格に応じた探査手法が必要となるということで、順次第２白嶺丸

への探査機器の搭載、もしくは技術の導入をしてきたところでございます。黄色の

部分に、示したように、60年度に海底熱水鉱床の調査を開始いたしましたが、この

時、地形図、磁力、海底観察等を行うための機器を新たに搭載しています。 

 それから62年にはクラストの調査を開始しており、この時にもそれに対応するた

めの機器を導入しています。特に平成３年度にマルチナロービーム音響測深装置を

入れ、それまでは点の調査で地形図を作っていましたが、面の調査によって地形図

ができるようになり、解像度、地表の地形図でいけば、20万分の１が５万分の１と

いうスケールで、精度よく地形図ができるようになりましたし、反射音圧の解析に

よって、クラストの賦存量をこの装置によって推計することも可能となっておりま

す。 

 さらには20年度、精密地形図のところに記していますが、この後、御報告いただ

ける浦先生の、東大生産研の機器ＡＵＶを用いて、熱水の活動域の全体像を把握す
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ることができ、今後ボーリング調査に非常に有効な情報となっております。 

 次に12ページでございます。このボーリングマシンは96年に実践配備をしたもの

ですが、世界に先駆けて導入した有索式のボーリングマシンでございます。この装

置を用いて大陸棚の調査、243地点延べ470孔の掘削を行い、我が国大陸棚延伸申請

に貢献してきたところでございます。この装置に問題がないのか、課題がないのか

ということですが、４つ目のポツに記したように、せいぜい15メートルぐらいしか

掘れませんし、どんなところにも装置を置ける訳ではないとか、コアの回収率が

75％というような水準であり、機能を向上させていくという技術的な課題があろう

と存じます。 

 次に下段の海底熱水鉱床の探査のフローです。これは15年度に第２白嶺丸に搭載

しておりました機器を主体に構築したものでございます。地形調査、磁気の調査を

さらに海底の堆積物をサンプリングして、最終的にはその海底観察やボーリングに

よるサンプリングを行うというものでございますが、やはり効率的に効果的にその

海底観察やサンプリングを行うための区域を絞り込むための手法が必要です。具体

的には精密な海底地形図の把握ですとか、海底深部の地下構造の把握などを行う技

術が必要であり、導入が不可欠と考えています。 

 １枚めくっていただきまして、こうした探査フローの積み重ねによって、私ども

伊豆・小笠原海域のベヨネーズ海丘というところで、鉱床の賦存を確認しました。

これは平成13年、14年度に広域的な音響、磁気調査、堆積物のサンプリングなどを

行い、その結果に基づいて平成15年に海底観察とパワーグラブというＵＦＯキャッ

チャーのようなものでサンプリングを行って、ここに鉱床が賦存しているというこ

とを見出した成功例でございます。15年当時、既にボーリングマシンを持っていた

わけですが、調査を中断したこともあって、残念ながらここではまだボーリング調

査を行っていないのが現状です。 

 最後に、15ページでございます。鉱量評価というのは経済的、技術的に算出可能

な鉱量を計算して、その価値を見積もるということですが、鉱量はどんなものから

求められるかというと、そこに記しましたように、鉱石の体積と比重と、鉱石の品

位の積で表されます。体積は物理探査をはじめとした手法によって、またその比重、

品位はボーリング等によって得られたサンプルによって決められる数値でございま

す。この鉱量にいわゆる金属価格を掛けたものが鉱床の価値になるわけですが、商

業化を検討するに際して最も重要となる情報でございます。 

 この情報を得るための探査技術の課題を、２つ目の黒丸以下に整理いたしました。

まず一つは概査の段階、新鉱床発見のための広域調査では熱水活動や鉱化作用の分

布域ですとか、堆積物の下に隠れている潜頭性の鉱床賦存域を抽出するための技術

として物理探査技術が必要です。それから精査段階、すなわち既知の熱水活動域や、

鉱徴地で鉱量を把握するための調査では３つほど掲げていますが、精密海底地形調
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査の技術、それから物理探査の技術、さらにはサンプリングを行うボーリングマシ

ンの機能向上等が掲げられると存じます。さらに私どもは海底観察、サンプリング

はすべて曳航する方式で行っていまして、移動の自由度はほとんどございません。

よって自律型の無人探査機ＡＵＶですとか、遠隔操作の無人探査機ＲＯＶの搭載、

または他機関で有しているものを活用させていただくということも必要かと存じま

す。 

 これらの技術的な課題に対しては、現在資源エネルギー庁に予算上の措置を講じ

ていただき、実用化されている機器については導入、搭載し、さらにボーリングマ

シンの機能向上も行う予定としており、より一層、システマチックな探査を推進し

て、鉱床の評価を着実に実施してまいりたいと存じます。一方で、新たな技術の開

発、特に次世代の海洋探査技術の開発も不可欠であろうかと存じます。 

 長くなりましたが、以上でございます。最後に有識者の皆様、並びに関係機関の

御支援、御指導を賜りますようお願い申し上げて、報告を終わらせていただきます。

ありがとうございました。 

○久保田座長補佐 塩川さん、どうもありがとうございました。 

 それで質疑は後ほど一括して行うということにさせていただきたいと思いますの

で、引き続きまして、浦教授から御説明をお願いしたいと思います。よろしくお願

いします。 

○浦東京大学海中工学研究センター長 浦でございます。ちょっとパワーポイント

が今スリープしているんで、ちょっと途中まではお配りした紙で御説明申し上げま

す。 

 私のこのお配りした紙にちょっとつけ加えるべきものが幾つかあるのと同時に、

また今ＪＯＧＭＥＣさんからのお話があった、我々ＪＯＧＭＥＣさんと一緒に熱水

性鉱床の観測をしていて、かなりいいデータがとれたので、それをお見せしたいと

思います。 

 私のこの紙に書いたものの最初のところを見て下さい。第３期から第４期へ海中

技術を考えたときに、どういう展開があったかです。ここ数年にわたりまして、ビ

ッグプロジェクトが幾つも走っています。ここにいらっしゃる平理事がその一人の

中心人物です。２枚目に書いてありますように、掘削船の「ちきゅう」、それから

三次元物探船の「資源」、大陸棚の延伸、それから私どもがやっている自律型海中

ロボットによる熱水鉱床の探索、さらに海底ケーブルネットワークの建設というす

ばらしいビッグプログラム、これらは世界をリードしていると言ってもよろしいよ

うなプログラムが走っていると思います。 

 しかし、ここで私が申し上げておきたいのは、「日本の海中技術の基盤は脆弱」

であるということです。ＪＡＭＳＴＥＣがやっている探査、これはもうすばらしい

ものであって、ネイチャー級の発見がいろいろなされていると私は理解しています。 
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 ですが、問題はこの技術的な基礎、探査の基盤技術に関しては日本は非常に遅れ

ているということを申し上げたい。さらに先ほどの宇宙に関しても若干お話があり

ましたけれども、大学の工学系の研究者、学生を巻き込んだプログラムがなかなか

うまくできていない。それで、卒業生に就職口がないとのことで、野村総研に行っ

てしまうことになってしまうとの事でした。海洋に関しては宇宙よりもっと悲惨な

状況にあります。 

 そういう事情を何とかしなくてはならないのです。どこに問題があるかというの

を指摘するのは私の役目です。現在の技術がどうであるかということを皆さん理解

していただき、どういうプログラムをこれから作っていかなくてはならないかとい

うことを申し上げたいと思います。 

 次のページ、３ページを見ていただきます。これは平委員がボスでやっておられ

る地球深部探査船の「ちきゅう」でございます。これを作ったのはご存じのように

日本の造船所です。実はこれに載っている機器類、あるいはオペレーションをして

いる人たちは、日本のもの、日本人ではございません。「ほとんど」と言ったほう

がいいですが、ほとんどが海外の技術を導入している、あるいは海外から買ってい

ます。そのことに関しては私は間違っているかもしれませんが、平先生にお答え願

えればよろしいと思います。 

 次の三次元物探船「資源」についてです。これは日本の周りに油田がないのでど

うすればいいかということでいろいろ議論の上、200億でこのＰＧＳ、ノルウェー

の会社ですが、そこから買ってきました。「資源」はすばらしい成果を挙げていま

す。日本の周りの海底の三次元構造がいろいろわかりまして、そのデータによって

日本の周りの油田、あるいはガス田がどういうことになっているかが分かってきて

います。「資源」は経産省さんの仕事です。しかし、繰り返しになりますが、この

船は日本がつくったものではなくノルウェーのものでございます。その次のように、

ストリーマーケーブルを十何本も引くのですけれども、その１本は大体１年で寿命

が尽きます。１本の値段が１億円です。そのストリーマーケーブルを日本は作る技

術がありません。ですので、それはみんな買ってくるということになっているわけ

です。つまり、データをとってくるセンサー技術とか調査の基本的な技術を支えて

いるところのベーシックな技術の研究開発が、非常に日本は脆弱であると思います。 

 次のページ、５ページを見ていただきたいと思います。これは先月、閣議決定さ

れた大陸棚延伸の為のデータを示したもので、日本のＥＥＺをふやすものです。こ

れを作るには数年かかりまして、日本の海洋調査の総力を挙げてつくって、日本の

面積をふやそうとしました。この図はＪＡＭＳＴＥＣさんがつくったもので、ある

線に沿って海底地震計をずっと置いていって、その海底の地下構造をはかっていま

す。これはもうすばらしいものです。この技術を世界に輸出して、インドネシアと

かフィリピンだとかに、売り出していって調査をすればよいのです。日本がトップ
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リーディングの調査能力があることを示すものだと思いますし、かつこのデータは

もう世界に恥ずかしくないというか、ナンバーワンのデータを国際社会に提出する

ものです。 

 しかし、この地震計は一応日本がつくっているんですけれども、その中に入って

いるものは、ほとんどが輸入品といっていいということなんです。そういうふうな

基盤の上に立って、日本の調査技術や観測する技術は非常によくなっているんです

が、その基礎を支えている基礎センシングの技術だとか、底辺技術においては、決

して立派なことは言えない状況です。それが特にここの10年、ますます疲弊してい

ると思います。先ほどのＪＯＧＭＥＣさんのデータの11ページを見ていただければ

わかるんですが、平成元年から今年に至るまで、ほとんど新しい道具を買っていま

せんね。ということはそれに関係するような調査技術に関する道具を、日本の企業

はだれもサプライしていない、あるいはだれも開発していないということをあらわ

しているわけです。これは非常に歪んだ状態です。ですから技術者たちは育ってい

きません。 

 それでもう一つ、このＪＡＭＳＴＥＣが今、力を入れている海底ケーブルネット

ワークについてです。これは非常にすばらしいものです。日本の周りは海底が地震

の巣でございますから、そこにケーブルと地震計のネットワークをつくって、それ

でより詳細な海底地震のパフォーマンスを図ろうとするわけです。これは私が思う

には、世界の冠たる技術であります。日本が海底ケーブルを引く技術というのは世

界最高のものがあります。これを推進していくのが日本の技術の一つの道ではない

かなというふうには思っています。しかし、その認識は、どうも日本の中にはござ

いません。ないと理解しています。次の文章は第２回の参与会、私は参与になって

いて海洋基本計画に関係しているのですが、そこに出されたものです。このアンダ

ーラインのように、「海洋・地球関連技術、深海底観測調査技術は欧米と比較して

研究水準は高く」とあります。ここは非常に誤解を招く。今みたいな先進技術に関

しては全く欧米に比べて劣っているにもかかわらず、このような表現がある。確か

に調べる能力はございます。しかし基本的なセンサー技術などは、ほとんどは導入

されたものであって、技術を涵養していこう、あるいは育てていこうということが

ないんですね。 

 ですので、これを何とかこのフロンティアＰＴにおいて、強く主張して、これを

挽回するようにしなくてはならないと思います。皆さんの認識は間違っている。私

はこれを強く主張します。基本計画に現在書かれているのはその部分は削られまし

て、船舶が必要であるとか、いろいろな特殊な環境だとかいう事が書かれています。 

 それが申し上げたいことなんです。しかしながらそればかり愚痴を言っていても

しようがないので、今言った海底ケーブルの技術だとか、それから我々がやってい

る自律型海中ロボットの技術だとかが、世界をリードしていることを若干御紹介し
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たいと思います。特に先ほどＪＯＧＭＥＣさんのお話にも出てきましたが、非常に

重要なセンサーであるサイドスキャンソナーについてです。海中では音響でセンシ

ングすることは非常に大切なんですが、しかしこの発信器の中で動いている装置を

日本は作れません。ほとんどアメリカから輸入しています。しかしながらそれがな

いと海底を観測できませんので、我々のロボット、これは長さが４メートルで重さ

が1.5トンのロボットで、深さ4,000メートルに潜れるものですが、これにはサイド

スキャンソナーと、インターフェロメトリソナーというのを積んでいます。これで

海底を観測するわけですが……この図をお見せするのが今日の私の非常に重要な使

命です。この図は実は１カ月前に撮った沖縄近辺の熱水マウンドです。 

 これは私のロボットのサイドスキャンソナーで撮ってきました。ちょっと明るい

ので見えにくいところもあるんですが、丸い山みたいなものがあります。これは熱

水のマウンドです。大体100メートルぐらいの直径のものが何十個とあります。ま

た、熱水チムニーが何百個と見えます。ここは今も熱水活動があるところで、こう

いうデータは自律型ロボットを使ったサイドスキャンソナーでないと撮れません。

我々はこの５年ぐらい前からこういうことはできると言っていますが、チャンスが

なくてなかなか行けなかったんですけれども、先月行ってこういうデータをとって

きました。つまりこの１キロかける１キロぐらいのところに熱水性鉱床があるに違

いないのです。先ほどＪＯＧＭＥＣさんがおっしゃっていたように、この細かいデ

ータからどこをボーリングすればいいかという地図ができているわけです。 

 そういう技術は我々のところでようやくできてきました。これを広げていく必要

があります。これは大西洋の絵なんですけれども、熱水マウンドがあってここに熱

水が出ていて、この周りに鉱石が熱水鉱床がありますが、それを調査する技術はあ

るのですが、いかんせん、これが産業になっていないから、国から予算を取ってき

て、はい開発しましょうという形でしかできていない。人を出すところの問題もあ

るし、受け入れ側の産業もないということで、国家プロジェクトとして熱水鉱床の

開発をどんどん推進していくという形になっていないのですね。ですから、調査が

なかなか進まなくて、技術開発も進んでいないのが現状。さらにインターフェロメ

トリソナーででこぼこを調べています。これは１メートルごとに等深線が書いてあ

ります。ですから、１つのマウンドの高さが30メートル、20メートルというのが見

えているわけです。こうした技術はようやく確立されつつあって、これを産業に結

びつけるようなイニシアティブをこの第４期なり第３期でやっていかないと、ぽし

ゃってしまって、死の谷を越えられないということになります。 

 この図は今のＪＯＧＭＥＣさんの最後のページの上のほうにあるベヨネース海丘

の白嶺鉱床です。400メートルかける400メートルぐらいのところが鉱床です。サイ

ドスキャンデータですけれども、こういうところに小さなぽちぽちがいっぱい見え

ます。これらはすべて熱水チムニーです。このような絵が撮れたのは、我々の技術
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で初めてだと自負しています。ＪＡＭＳＴＥＣさんも含めて、これはもうできるの

です。できるのですが、それをやっていこうという牽引力がなかなかありません。

今、熱水鉱床が話題になってきて、ようやくそこにお金を投資しよう、あるいは国

が援助して、そこを開発しようという意欲が出てきました。やっとの事で技術の芽

が出て、それで新しく展開しようという方向になっているのではないでしょうか。 

 船について外国製ばっかりが載っていると言ってばかりでは何なんで、私のロボ

ットの装置について述べます。全自動で動きますので月面だとか火星探査ロボット

とほとんど同じような種類のセンサーで構成されています。いろいろなものが積ん

でありますが、この中でここに示されているのが海外からの調達品です。日本のも

のはこのぐらいで、ほとんど海外からの調達品になっています。基礎的なセンサー

の部分は大抵は海外のものです。これを何とかしなくてはいけないというのが課題

です。我々の今のロボットの、あるいは海中ものの大部分は輸入品で作られていま

す。ソフトは別です。技術の基礎は脆弱になっています。その脆弱さをカバーする

には国がただ金を出すだけでなくて、新しい海洋産業の創出が不可欠であって、国

がそれを推進していただかないといけません。新産業の創出は第３期の一つのもの

の考え方になっているはずです。日本には石油資源がほとんどないのでなかなか苦

しいんですが、海からどういう産業が起こるか、その何をターゲットにして基礎技

術をやっていくかということを考えなくてはならないと思います。それは日本の周

りにある海洋の海底鉱物資源、それから食料をカバーする生物資源、囲まれている

海のセキュリティー、それから海底ケーブルネットワークシステム、こういったも

のが今後強くなっていくことで、日本独自の海中技術が発展します。そういうもの

をターゲットにすることによって、世界に伍していく技術ができていくんではない

かと私は思っています。 

 当面の課題は、先ほどＪＯＧＭＥＣさんがおっしゃった熱水鉱床の開発、それか

ら10年後をにらんで、コバルト・リッチ・クラストの開発、それから周りにある海

流発電、これはエネルギーレベルとしてはそんなに高くないんですが、小さな規模

の海流発電をあちこちにつくって、30年前にいったソフトエネルギーパスみたいな

ものの考え方をすればいい。こういうものは世界に先駆けてやれるんです。石油開

発に関してはもう世界のメジャーたちがやっています。そこの技術に追いつくこと

は到底無理です。ですので、新しいことをやっていくことは、第３期、あるいは第

４期の重要なターゲットをここに絞るということではないでしょうか。大型のツー

ルは先ほど申しましたように、いろいろできつつあります。強化すべき方向は宇宙

も同じなんですけれども、利用者の育成、技術者の育成、それから基盤技術の創生

です。これをプロモーションするためのストラテジーを組むことが必要です。その

目標は海洋産業をつくっていくということにあると思います。 

 また繰り返しですが、日本の技術系、海洋産業と大学は疲弊している。学生から
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大学の工学系の研究者を巻き込んだ研究開発プロジェクトがない。これを作ってい

かなくてはいけない。そして海洋新産業をつくっていくことが必要でしょう。これ

に関しましては、2008年より文部科学省が「海洋資源の利用促進に向けた基盤ツー

ル開発プログラム」というものをスタートしました。これは予算規模は４億円です

が、ようやく始まりました。私にとっては「10年おそい、一桁足らない」になるん

ですよ。でも、おそくても始まったからいい。聞くところによると、来年度概算要

求は倍にしてお出しになっているということですが、倍ではなくて、ぜひ一桁高い

ものにしていただきたい。タイトルをちょっと変えたんですが、総合を入れました。

海洋資源とは、鉱物、エネルギー、食糧、情報です。これをターゲットにした基盤

ツールをやっていくということがまずは第１の基礎であります。それから生み出さ

れたものが皆さんに役に立つものであると言えます。 

 日本にはポテンシャルはとてもあります。なぜならば「しんかい6500」、これは

1989年にできた 6,500メートル級の有人潜水船ですし、それから「かいこう」、

2003年にこの部分が切れてどこか行ってしまったんですけれども、一番深い海の底

まで潜っていきました。日本の技術です。それから最近はＪＡＭＳＴＥＣさんの

「ＡＢＩＳＭＯ」というのが深海に潜っていて、かなりの成果を上げています。ア

センブリ産業のポテンシャルは非常にあるんで、これを何とかやっていってもらい

たい。時間もありませんので、さらに端折って。 

 次は宇宙と海洋との連携の推進です。これは12月にＪＡＭＳＴＥＣさんが発表し

た「きく８号」を使った遠隔操縦式のＲＯＶを陸側からコントロールしようという

プログラムです。海というのは、月とか火星とか同じでアイソレートしたところで

すから、通信が非常に重要です。今までのところ、海での通信は非常にプアです。

我々がＪＡＭＳＴＥＣの船に乗っていくと、ブロードバンドではございませんし、

E-mailは１時間に数分しかつながらないし、300キロバイト以下しか送ってはいけ

ないと怒られます。そういうふうな状況だと、海の中や海が、陸からアイソレート

されてしまいます。月と同じなんです、海は。 

 それで海を皆のものにするためにはどうすればいいか。要するにＥＥＺの中はど

こでもブロードバンドにするというような日本のストラテジーを立てていかなくて

はいけない。ＥＥＺ内「どこでもブロードバンド」ができれば、船ばかりではなく

て、離島も「どこでもブロードバンド」でいけるわけです。離島の多くはどこでも

ブロードバンドではございません。さらに、このブロードバンドを利用すると、無

人船を使ってこの無人船から自律型の無人ロボットを出して、広域調査とか観測と

かという、宇宙-空海総合システムができるわけですね。そのキーは人工衛星です。

海洋で使っている人工衛星はアルゴス衛星だとか幾つかあります。しかし、「どこ

でもブロードバンド」にはまだまだほど遠い。「どこでもブロードバンド」になる

ように宇宙の方々がストラテジーを組んでほしいというのが私の強い願いです。 
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 陸に関してはグーグルアースがありますが、海の底はグーグルアースはございま

せん。全然見えません。グーグルアースがどんなにおもしろいものかというのは、

皆さん御理解いただいていると思います。海の中だって同じようにグーグルアース

をつくればいいじゃないかと。そうすれば、海の中の全体像が詳しくわかる。それ

は音響画像でできます。さらに、写真の画像をつくってグーグルアースにしたいと

思います。それはなかなか難しいんです。海の中はせいぜい10メートル向こうは見

えません。この図はその一例です。まだまだ狭いんですけれども、幅30メートル、

長さ80メートルの海底で、１万枚ぐらいの写真をとっています。高度１メートルの

ところから写真を撮り続けているわけです。ここは鹿児島湾にあるサツマハオリム

地帯といって、温泉みたいなものが湧いています。そこにメタンを食べる細菌がい

て、それを共棲させているサツマハオリムシという生物のコロニーがあります。こ

こいらあたり、コロニーが見えます。ここはにごっているので、こういう全体像は

全然わかっていませんでした。どこにどう分布しているのか。 

 しかし、いまや自律型ロボットを使えば、こういう写真が撮れる。拡大しますと、

５メートルぐらいのところにこのハオリムシのパッチが見えるわけです。これはま

だモザイキングがよくできていないんですが、次のはモザイクをさらによくしてい

て、１枚の絵のように見えます。七、八メートルかける七、八メートルの範囲です

が、これを地球規模に広げていきます。とてつもない時間がかかるでしょう。必要

なところだけやればいいということもあります。 

こういうふうに、目標として、日本のＥＥＺの中、どこでもブロードバンド、ど

こでもグーグルアース。そういうプロジェクトを立てていかなくては、海洋立国日

本ではないんではないか。 

 新たな熱水関係のプロジェクトを作ることを考えるとき、大型ＡＵＶを中心にす

えるとなかなか苦しいものがあります。うちのＡＵＶは1.5トンもあって割りと大

きいのですが、それよりもっと小さい500キロぐらいのＡＵＶを作って、船と支援

装置を選ばないようなものと、たくさんのＡＵＶを展開していけばよいのです。 

 それから、インターフェロメトリソナーは非常に強力なんで、これを更に研究開

発をする必要がある。それからロボットにマルチビームソナーとサブボトムプロフ

ァイラー、特殊な計測器なんですけれども、そういうのを装備したり、開発する必

要があると思います。それらを使って熱水地帯のグーグルアースをつくるというこ

とが次の仕事です。どういう自律型海洋機器が必要なのかというアイデアはたくさ

んあります。それをベースにして新しい海洋技術をつくっていく。特に重要なのは、

死んだ熱水地帯を探すことです。チムニーが活動していない死んだものを探すのは

とても難しいんです。世界的にはほとんどできていません。今の自律型ロボット、

その他の新しい機械、センサー技術を導入して死んだチムニーを探して、日本の周

りにたくさんの熱水鉱床を見つける、それに挑戦するのがフロンティアの役目では
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ないかと思います。 

 どうもありがとうございました。 

○久保田座長補佐 ありがとうございました。問題がどういうところにあるかとい

うのがよくわかりました。ありがとうございました。 

 それから追加検討課題という検討事項というのを事務局が調査しておりますので、

これも簡単に説明してください。 

○赤星参事官 それでは簡単に。ただいま熱水鉱床につきましては、お二人の先生

方から詳しい御説明ございましたので、資料２を用いまして一番最後の６ページ、

メタンハイドレートについての論点につきまして、有識者からの御意見を御紹介さ

せていただきます。 

 ４点ございます。一つは省庁連携ということで、メタンハイドレートにつきまし

ては、現在資源エネルギー庁が中心となって、プロジェクトを進めているわけでご

ざいますが、やはりその他の学際の分野でもあるので、やはりいろいろな関係省庁

が協力してやるべきであるという御意見が１点目です。 

 それから２点目、予算計画に関連いたしまして、一応メタンハイドレートは今年

度が第１フェーズの最終年度になっております。来年度から第２フェーズというこ

とで、まず３年程度、陸上、アラスカで試験をした後、いよいよ海洋産出試験に入

る予定になっておりますが、その海洋産出試験の準備にこれは非常にいろいろな観

点で時間がかかるので、なるべく早くそれに取り組むべきであるという御指摘でご

ざいます。 

 ３番目は、ただいまの御説明とも関係ございますが、センサー開発、非常に課題

が多いという御指摘でございます。それから４番目といたしまして、メタンハイド

レートの回収に関する技術、これは現在まで２回減圧法という方法で採取をしてお

りますが、これまでは採取は冬の間しかできないといった制約もございまして、大

体１日2,000から4,000立米ぐらいの量しか今のところまだ実績がございません。こ

れを商業生産のためには、今後最低数万立米パーで安定してとれるような、そうい

う技術の確立が重要であるという御指摘をいただいております。 

 簡単ではございますが、以上です。 

○久保田座長補佐 ありがとうございました。 

 それでは、ちょっと時間が押してきておりますが、今のお二方の御説明と、事務

局の追加事項につきまして、御質問、御意見をいただきたいと思いますが、全体で

も５分ぐらいでいけますでしょうかね。 

 いかがでしょうか。では平委員。 

○平委員 浦さんと塩川さんのお話ですけれども、基本的に浦さんの指摘したこと

に同意いたします。海のブロードバンドは地球深部探査船「ちきゅう」の運用経験

からすると、まだまだ使い勝手に向上の余地があると思っております。我々も海洋
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でのブロードバンド利用に関してのパイオニアとして、総務省にも積極的に働きか

けて行きたいと思っています。 

 それは何とかするとして、人材育成も含めた今、海と科学技術の動態、様相とい

うのは、皆さんの指摘するとおりで、過去10年間に海外と日本では物すごい差がつ

きました。例えば丸山さんの発表されたリモートセンシングによる資源探査技術の

ものも、例えば例のフグロというような会社は、海陸の両方の資源探査をやってい

て、トラック150台とか、それからＲＯＶ100台以上とか調査船50台とか、売り上げ

が3,000億とか、そういう１万人以上の規模を持った資源探査会社、それがもう数

社ある。日本は全体海洋探査、20社トップ技術者を含めても、100億もいかないと。

20分の１ぐらいしかない。 

 ＪＡＭＳＴＥＣも「しんかい6500」をつくったときには確かに技術のトップがあ

ったんですけれども、その後物すごく海洋油田、それから周辺探査を中心として、

海洋の技術が伸びて、膨大な海外の技術が蓄えられたと。その間に日本が疲弊して

いったということは、私は全くそのとおりだと思います。 

 しかし、逆の展開もあるんだろうというふうに思います。これからは海外の技術

を全部自前でやるというのは、これは不可能ですが、日本で得意な部分というもの

を伸ばしていく。そういう機運は大学と研究開発独法、あるいは省庁、それから産

業界も連携して、新たな展開ができるんだろう。海洋基本法というのはそういう形

でもつくられたし、こういうような司令塔が日本国内にあるというのは、そういう

ような連携をするためにあるというふうに思っていますので、その部分については

大学ともうまく連携してやっていく。その中からやはり新しい人材が育っていかな

ければならないし、その人材はポストドクターやドクターの学生というのはキーポ

イントになるというふうに思うんですが、その人たちは今度はまた産業界に入って

活躍するというストーリーが必要だ。日本の産業界も先ほど相澤先生の話、オール

ジャパンであれは全部ＰＴを全体で考えなければならないといったときに、やっぱ

り産業界もドクターあるいはポストドクターの学生を生かしていくという視点で人

材を考えなければならないし、大学側としてもそういう幅広い、こういうナロービ

ューの学生ではなくて、幅広い人材を育てていく。そういう上で海のプロジェクト

も宇宙のプロジェクトも、先ほど立川さんの話しもありましたけれども、大きなプ

ロジェクト、あるいは理工分野全体をつなげるようなプロジェクトをやっていくの

は非常に大事だというふうに思っていますので、ぜひ一緒にやっていきたいと思い

ますし、そういう点もまた相澤先生に人材育成で強調願えればというふうに思いま

す。 

 よろしくお願いします。 

○久保田座長補佐 ありがとうございました。湯原委員、御意見ございますか。 

○湯原委員 それでは、熱水鉱床について言いますと、探査のことがきょういろい
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ろ話があったんですが、実際にこれを新しい産業とするには採鉱でありますとか、

ヨウコウでありますとか、テンコウだとか、日本の企業は余りほとんど経験してこ

なかった海底から資源をとるというのは。そこのエンジニアが非常に重要だという

んで、その視点を忘れないように書き込んでいただきたいと思います。 

 それからもう一つは、きょうは官と学の話がありましたけれども、やはり民間、

熱水鉱床等の資源開発については商社を中心とした民間会社の動きがあって、もっ

とスピードを上げてやるというようなことで、いろいろアンカクされているわけで

すから、官とそういう産と、それと学とがやはり一つのテーブルの上で第３期から

第４期にかけての計画を考えていくと、そういうことが非常に重要だと思います。 

 以上です。 

○久保田座長補佐 ありがとうございました。 

 それではまだ御意見いろいろおありかと思いますが、時間もこんな時間になりま

したので、申しわけございません、私の不手際でちょっと時間が超過してまいりま

した。 

 きょういただきました御意見は、事務局で取りまとめまして、次回以降、再度御

議論いただく予定でございます。ということで予定しておりました議事をこれで終

了とさせていただきますので、進行を相澤座長にお返しいたしたいと思います。 

○相澤座長 どうも久保田先生ありがとうございました。 

 先ほど来、非常に熱のこもった御議論をいただきましたので、これから事務局か

ら時間のスケジュール的なことが出るかと思いますけれども、本日十分な討論の時

間がありませんでしたので、メール等で御意見をいただくことをさせていただきた

いと思います。 

 それからその全体の取り扱いにつきましては、先ほど御了解を得ましたように、

座長である私に御一任いただきたいというふうに思います。 

 それから人材育成に関しては、これにつきましても取り扱いを御一任いただきた

いんですが、先ほど申しましたように、いろいろな分野からいろいろな必要性とか、

あるいはこういうところが特徴的だとかという御意見もいただくことになるかと思

いますので、このことについては、その取り扱い方を１月に行われます総合ＰＴ、

これはＰＴ全体の集まりですので、そこのところで取り扱えるような形にさせてい

ただきたいというふうに思っております。 

 いずれにいたしましても、御意見等を事務局のほうにお寄せいただくことによっ

て、中間取りまとめを完成させたいと思っております。 

 長時間にわたりまして、いろいろと御意見賜りましてありがとうございました。 

○久保田座長補佐 事務局から連絡ございますか。 

○赤星参事官 それでは、最後に事務的な御連絡でございます。ただいまの相澤先

生からのお話にございました、資料３の中間取りまとめに関する御意見でございま
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すが、現時点ではまだ宇宙の分だけでございますが、来週12月24日の水曜日までに

事務局あてにメール、ファックスならどちらでも結構でございますので、御意見い

ただければと存じます。 

 また、今後の会議の予定でございますが、最後参考資料２に書いてございますよ

うに、次回は１月26日を予定してございます。人材の育成の観点の議論につきまし

ては、総合ＰＴの議論も踏まえて、相澤先生の御指導を賜りつつ、進め方を事務局

のほうでちょっと調整させていただきます。 

 次回は主に本日、ちょっと議論、時間が足りなかったんでございますが、海洋分

野を中心に、中間取りまとめに追記する部分を中心に御議論をいただければという

ふうに思っております。 

 私からは以上です。また次回、１月26日14時から16時を予定しておりますので、

次回も御参集のほど、よろしくお願いいたします。 

○久保田座長補佐 ではどうもありがとうございました。 


